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長地山の手�
土地区画整理事業　完成�
岡谷の新しい玄関口として�
　　　　地域の発展に期待！！�

長地山の手�
土地区画整理事業　完成�
長地山の手�
土地区画整理事業　完成�
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長
地
山
の
手
地
区
は
事
業
地
内
の
標
高
差
が
68
ｍ
あ

る
複
合
扇
状
地
に
あ
り
、
周
辺
一
帯
は
水
田
を
主
と
す

る
農
耕
地
で
し
た
。

農
地
と
住
宅
が
混
在
し
道
幅
も
狭
い
こ
と
も
あ
り
市

街
化
の
気
運
が
高
ま
り
、
地
区

内
を
国
道
20
号
バ
イ
パ
ス
が
通

過
す
る
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
、

都
市
基
盤
整
備
の
促
進
と
健
全

で
良
好
な
市
街
地
形
成
を
図

り
、
無
秩
序
な
宅
地
化
の
防
止

を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
整
備
手
法
に
つ
い

て
、
地
権
者
有
志
に
よ
る
研
究

会
を
発
足
さ
せ
研
究
を
重
ね
た

結
果
、
平
成
３
年
２
月
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
７
年
７
月
に
は
、
県
よ

り
国
道
142
号
バ
イ
パ
ス
事
業
の

計
画
が
発
表
さ
れ
、
当
事
業
に

与
え
る
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
地
元
で
は
こ
の
事
業

計
画
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て

岡
谷
市
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
３
地
区
の
事
業

が
あ
り
、
市
施
行
と
し
て
は
岡
谷
駅
南
土
地
区
画
整
理

事
業
と
、湖
畔
若
宮
土
地
区
画
整
理
事
業
が
あ
り
ま
す
。

組
合
施
行
と
し
て
は
、
長
地
山
の
手
土
地
区
画
整
理
事

業
が
あ
り
、
11
月
に
事
業
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
み
な

さ
ん
に
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

約
２
年
余
り
を
要
し
、
平
成
９
年
10
月
に
計
画
の
受
け

入
れ
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
交
通
の
重
要
拠
点
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
良
好
な
市
街
地
形
成
の
た
め
長
地
山
の
手
土
地

区
画
整
理
事
業
に
対
し
て
、
国
・
県
の
指
導
の
も
と
に

で
き
る
限
り
の
支
援
と
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

岡
谷
市
の土地

区
画
整
理
事
業

長
地
山
の
手
土
地
区
画

整
理
事
業
の
経
緯

事　業　経　過�事　業　経　過�
　　年　月　日 　　　　　　　内　　容�

昭和60年12月24日 地元有志による研究会発足�

昭和61年９月22日 地権者総会準備組織発足�

平成２年10月29日 都市計画決定（市告示第54号）�

平成２年11月13日
 下諏訪辰野線、国道20号バイパス都市�

 計画変更決定（県告示第770号）�

平成２年11月27日 事業区域の告示（市公告第60号）�

平成３年２月12日 区画整理組合設立認可（事業計画決定）�

平成６年８月26日 仮換地指定（地区内全区域）�

平成６年10月中旬～ 工事着手　家屋移転補償・造成工事�

平成７年７月 国道142号バイパス事業計画発表�

平成９年10月25日 国道142号バイパス整備受け入れ決定�

平成14年７月末 工事完了�

平成14年８月12日 換地処分公告�

平成14年11月9日 完成記念式典�

平成15年３月 区画整理組合解散（予定）�

地域の発展を願う「大望」の二文字を大きく刻んだ主碑と、事業の沿革
などを彫った副碑の記念碑を除幕（11月９日）



4

本
事
業
は
、
事
業
地
内
を

東
西
に
走
る
国
道
20
号
バ
イ

パ
ス
と
、
広
域
幹
線
道
路
と

し
て
国
道
142
号
バ
イ
パ
ス
お

よ
び
中
心
市
街
地
を
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
下
諏
訪
辰
野
線

を
配
置
し
、
地
区
内
の
生
活

道
路
と
し
て
の
区
画
道
路
の

整
備
、
そ
の
他
十
四
瀬
川
、

八
倉
沢
な
ど
の
水
路
改
修
お

よ
び
街
区
公
園
（
目
切
公

園
・
八
倉
沢
公
園
）
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

事
業
概
要

施行前現況写真
（平成２年５月撮影：上）

施行後の写真
（平成13年５月撮影：右）

整備された都市計画道路下諏訪辰野線

◆事　　業　　名 岡谷市長地山の手土地区画整理事業

◆地　区　面　積 約17.7ha（中屋・中村）

◆総　事　業　費 約3,151,000千円

◆施　行　期　間 平成２年度～平成14年度

◆都市計画道路等 延長981m〔29,098m2〕
（国道20号・142号バイパス含む）

◆区　画　道　路 延長4,093ｍ〔27,473m2〕

◆特殊道路（歩道等） 延長258ｍ〔821m2〕

◆公　園・緑　地 ２か所7,032m2

（目切公園、八倉沢公園）

◆河　川・水　路 延長366m〔1,372m2〕
（十四瀬川、八倉沢水路等）

◆宅　　　　　地 111,453m2〔保留地含む〕

◆事 業 の 特 色 国道20号・142号両バイパスとそ
れにアクセスする都市計画道路下
諏訪辰野線を含んだ、新市街地造
成型区画整理事業

◆減　　歩　　率 合算減歩率　　　約33％



土
地
区
画
整
理
事
業
は
「
都
市
計
画
の
母
」
と
い

わ
れ
、
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、
現
代
の
私
た
ち
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路
や
公
園
、
上
下
水

道
・
水
路
な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
造
成
を
行
い
公
道
に
面
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

岡
谷
市
は
、
第
３
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て

４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
将
来
都
市
像
『
人
と
自
然
が
共
生
す

る
健
康
文
化
産
業
都
市
』
を
目
指
し
、
市
民
総
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
の
中
で
、
こ
の
長
地
山
の
手
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
、
岡
谷
市
の
人
口
増
に
寄
与
い
た
だ

い
て
お
り
、
さ
ら
に
国
道
20
号
・
142
号
両
バ
イ
パ
ス

の
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
こ
の
地
域
が
益
々
発

展
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
市
民
が
い
る
限
り
終
わ

る
こ
と
の
な
い
大
事
業
で
す
。
未
来
を
展
望
し
た
着

実
な
歩
み
を
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
す
。
誰
も
が
岡
谷
に
住
み
続

け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
の
思
い
が
高
ま
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
ま
ち
を
築
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
こ
の
区
画
整
理
事
業
は
、
後
世
に
残
す
遺

産
で
あ
り
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
結
集
し
た
地
権
者

の
み
な
さ
ん
の
こ
と
は
、
永
く
語
り
つ
が
れ
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
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夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
を

夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
を

（
上
）
湖
北
ト
ン
ネ
ル
上
よ
り
展
望

事
業
地
内
を
東
西
に
通
過
す
る
国
道
20
号

バ
イ
パ
ス
と
南
北
に
延
び
る
都
市
計
画
道
路

下
諏
訪
辰
野
線

八
倉
沢
公
園
か
ら
の
展
望

自
然
と
調
和
し
た

公
園

地
域
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
と

交
流
の
場
　
目
切
公
園


